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議題１

本年度からの取組みについて

令和元年８月３０日

光市都市再生推進協議会 第８回会議
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令和元年８月３０日

光市都市再生推進協議会 第８回会議

◎ コンパクト・プラス・ネットワークのねらい

○医療・福祉・商業等の生活
サービスの維持が困難に

○公共交通ネットワークの縮小・
サービス水準の低下

■ 地域経済の衰退

■ 都市の生活を支える
機能の低下

○地域の産業の停滞、企業の
撤退

○中心市街地の衰退、低未利
用地や空き店舗の増加

○社会保障費の増加

○インフラの老朽化への対応

■ 厳しい財政状況

都市が抱える課題

生活サービス機能の維持

生活サービス施設へのアクセス確保
など利用環境の向上

高齢者の社会参画

サービス産業の生産性向上、投資誘発

外出機会・滞在時間の増加による消費拡大

インフラの維持管理の合理化

行政サービスの効率化

地価の維持・固定資産税収の確保

健康増進による社会保障費の抑制

コンパクトコンパクト
生活サービス機能と居住を
集約・誘導し、人口を集積

まちづくりと連携した公共交通
ネットワークの再構築

＋

ネットワーク

エネルギーの効率的利用
ＣＯ２排出量の削減都市拠点や生活拠点が

利便性の高い公共交通で結ばれた
多極ネットワーク型コンパクトシティ

高齢者や子育て世代が安心・快適
に生活できる都市環境

ビジネス環境の維持・向上により
地域の「稼ぐ力」に寄与

財政面でも持続可能な都市経営

低炭素型の都市構造の実現

○ 人口減少・高齢者の増加

○ 拡散した市街地

都市を取り巻く状況

コンパクトシティ化による効果の例

生活利便性の維持・向上等

地域経済の活性化

行政コストの削減等

地球環境への負荷の低減
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令和元年８月３０日

光市都市再生推進協議会 第８回会議

◎ コンパクト・プラス・ネットワークのための計画制度
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令和元年８月３０日

光市都市再生推進協議会 第８回会議

◎ 立地適正化計画の概要
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令和元年８月３０日

光市都市再生推進協議会 第８回会議

◎ 立地適正化計画の概要

立地適正化計画のイメージ 立地適正化計画区域＝都市計画区域

市街化区域等

居住誘導区域
人口減少下にあっても一定のエリアにおいて人口密度
を維持することにより、生活サービスやコミュニティが持
続的に確保されるよう居住を誘導する区域

都市機能誘導区域・誘導施設
・医療・福祉・商業等の都市機能を都市の拠点に誘導
し集約することにより、これらのサービスの効率的な
提供を図る区域
・都市機能誘導区域に誘導する施設

病院

駅

商業

地域内交通等
（デマンド型交通、
コミュニティ交通など） 鉄道等

路線バス等
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本年度からの取組み

◎ 昨年度までの取組みと本年度からの取組み

・人口減少及び少子高齢化の進行が見込まれる

中、たとえ人口が減少したとしても生活利便性

が高く、持続的に成長する「多核連携によるコン

パクトな都市」の実現に向けて、都市づくりの新

たな仕組みとなる「光市立地適正化計画」を作

成する

・ 昨年度末に、目指す将来の都市像とともに都市

機能誘導区域や誘導施設などを定める「光市立

地適正化計画」を作成した（参考資料１－１）

・ 本年度からは、来年度（令和２年度）の計画改

定を目途に、都市の居住者の居住のあり方に関

する検討を行い、居住誘導区域等を設定（計画

を改定）する

５

地域内交通等
（デマンド型交通、
コミュニティ交通等）

鉄道等 路線バス等

居住誘導区域
人口減少下にあっても一定の
エリアにおいて人口密度を維
持することにより、生活サー
ビスやコミュニティが持続的に
確保されるよう居住を誘導す
る区域

都市機能誘導区域・誘導施設
・医療・福祉・商業等の都市機能を都
市の拠点に誘導し集約することによ
り、これらのサービスの効率的な提
供を図る区域
・都市機能誘導区域に誘導する施設

令和元年８月３０日

光市都市再生推進協議会 第８回会議

立地適正化計画のイメージ
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◎ 計画改定の内容

６

（１）主な改定事項等

ア 居住誘導区域（都市の居住者の居住を誘導すべき区域）の設定

イ 居住を誘導するための施策の設定

ウ 既存ストック（空きビル､空き店舗､空き家､低未利用地等）の活用方針等の記載

エ 評価指標及び目標値の設定（例：居住誘導区域内の人口密度など）

オ 定量化した期待される効果の公表

（２）改定後の計画構成のイメージ

章 見出し 主な記載事項容

序章 立地適正化計画 立地適正化計画の概要・計画作成の目的

第１章 計画の概要 計画の位置付け・計画の区域及び目標年次

第２章 都市の現状と都市構造上の課題 都市の現状･将来見通し・都市構造上の課題

第３章 都市づくりの基本的な方向性 基本的な方向性・目指す都市の骨格構造

第４章 住宅及び都市機能増進施設の立地の誘導 基本的な考え方・居住の誘導の考え方・
居住誘導区域・都市機能の誘導の考え方・
都市機能誘導区域及び誘導施設

第５章 誘導施策 基本的な考え方・誘導施策等

第６章 計画の推進に向けて 評価指標及び目標値・進行管理

下線部：変更・追加が想定される事項

令和元年８月３０日

光市都市再生推進協議会 第８回会議
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◎ これまでの検討内容 及び これから検討していく内容（検討フロー）

計画の位置付け、
上位・関連計画等の整理

都市づくりの基本的な方向性の検討

光市立地適正化計画の作成（平成31年３月）

都市の現状の整理 市民アンケート調査

問題点の抽出・都市構造上の課題の整理

将来の都市構造のフレームの検討

評価指標・目標値及び進行管理方法の検討

都市機能誘導区域、誘導施設の検討 誘導施策の検討

住民等意見聴取（説明会、ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ）

光市都市計画審議会の意見聴取
計画素案の作成

平
成
29
年
度

～

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

～

令
和
２
年
度
（
上
半
期
）

光市立地適正化計画改定案の作成（目途：令和２年９月頃）

居住誘導区域の検討

都市全体の将来の居住イメージの検討

誘導施策の検討

評価指標・目標値・期待される効果等の検討

住民等意見聴取（説明会、ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ）

光市都市計画審議会の意見聴取
計画素案の作成

都市構造上の課題 生活利便性の維持・向上生活利便性の維持・向上

公共交通サービス水準の維持・向上公共交通サービス水準の維持・向上

安全・安心な住環境の形成安全・安心な住環境の形成

地域経済の活性化地域経済の活性化

健全な都市経営健全な都市経営

人の活力と豊かな自然が調和した 多核連携によるコンパクトな都市
将来都市像

小周防

束荷

島田駅
周辺

岩田駅
周辺

室積CC
周辺

光駅周辺
 島 市

市役所
周辺

都市構造の
フレーム等

都市拠点（都市機能誘導区域）

地域拠点 生活拠点 中山間生活拠点

凡
例

基本的な

方向性
多核連携による 選ばれ、住み続けられるコンパクトな都市づくり

方向性１ 利便性が高く、魅力ある都市拠点の形成

方向性２ 自然と調和した安全・安心で、まとまりのある市街地の形成

方向性３ 人と地域を結び、ゆたかな「未来」につなぐ公共交通網の形成

地区名 拠点づくりの方向性（方針）

光駅周辺

～島田市

都市機能が集積し、

にぎわいに満ちた

「都市拠点づくり」

市役所

周辺

行政・文教機能をはじめ

多様な都市機能が連携した

「都市拠点づくり」

岩田駅

周辺

誰もが安心して住み続けられる、

快適で便利な「地域拠点づくり」

室積CC

周辺

歴史・水産資源や自然環境の豊かな

「生活拠点づくり」

島田駅

周辺

交流とふれあいを生む憩いの

「生活拠点づくり」

小周防 中山間地域の生活を維持する

「中山間生活拠点づくり」束荷

・本市の都市部の居住は「どのような場所」であるべきか
・コンパクトなまちに向けて、「どの程度」集約していくべきか？
・「どのようにして」誘導していくか？

など、将来の居住のあり方（居住誘導区域の設定）
についての議論をお願いします。

令和元年８月３０日

光市都市再生推進協議会 第８回会議
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◎ 取組概略スケジュール

平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

立地適正化
計画

上位/関連計
画の作成等

都市構造
分析調査

立地適正化計画策定
（都市機能誘導区域など）

立地適正化計画改定
（居住誘導区域など）

誘導施策展開

総合計画

公共施設等
総合管理計画

地域公共交通
網形成計画

（リーディングプロジェクト）

光駅周辺地区における拠点整備事業

都市再生推進協議会設置

光駅周辺地区拠点整備基本構想 光駅拠点整備基本計画 基本設計等

令和元年８月３０日

光市都市再生推進協議会 第８回会議


